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曲線を描こう！ 
機構で作図しよう！ 
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１． 機構による作図 
 
機構とは・・・機械にある運動をさせる一組の物体の組み合わせ 
 
下図はそれぞれ楕円（左下図）・双曲線（右下図）を描いている

ところです。 
 
前回まで使っていたコントラパラレログラムは交

こう

叉
さ

平行四辺形

を利用した機構でした。 
下図の二つはどのような図形を利用した機構ですか。 
 
                
 
     
     

 
 

 
スホーテン「ORGANICA」より 
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２． （    ）を描こう。 
 
 
 
 

 
スホーテン「ORGANICA」より 

 
 
 
ひし形を利用した機構を組み立てて実際に

描いてみよう 
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ひし形を利用した機構を組み立てよう。 
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３． 放物線の定義 
 
 

 
スホーテン「ORGANICA」より 
 
棒の長さ IG、紐の長さ ID+DBは同じ
（棒の長さ）＝（紐の長さ）＝（一定の

IG  ＝ ( ID + DB ) 
ID + DG = ( ID + DB ) 

DG = DB 
 

要するに、 

放物線とは 
                                  
 
 
注）直線と点の距離とは、点から直線へ

離である。 

5 
意訳 
 杭を点 Bに立てる。長い定木 Eを
おく。短い定木 IG の一端 I に同じ
長さの紐を結びつける。その紐の他

端に環をつけ、これを Bにはめる。
次に Eと IGが常に垂直になるよう
に滑らせながら、指を点 I におき、
そして指をそこから A まで滑らせ
る。ただし、常に点 Nから指が紐に
触れる箇所まで張り付いたように紐

を定木にくっつけ、しかもぴんと張

っているようにする。このようにし

て、指を下げるにつれてこの定木を

杭 Bの周りに回らせると、地面に曲
線 iDALを描く。 

 

長さで、常に一定の長さ。 
長さ） 

  

垂線を下ろしたときの距



４．「曲線を描こう!」のまとめ 
 
・メガネや望遠鏡のレンズを作るために曲線を描

く必要があった。 
 
・楕円とは 
「ある 2 点からの距離の和が常に一定の点の集
まり」である。 
 
・双曲線とは 
「ある 2 点からの距離の差が常に一定の点の集
まり」である。 
 
・コントラパラレログラムの短い辺を固定すると

楕円が描け、長い辺を固定すると双曲線が描ける。 
 
・放物線とは 
「ある点からの距離とある直線からの距離が常

に等しい点の集まり」である。 
 
・作図のための道具は紐や杭、棒を使ったものか

ら機構へと発展した。さらに、機構の中でも発展

している。 
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補足 証明 
ひし形の性質 
（１）4辺すべての長さが等しい。 
（２）対角線どうしは直角に交わる。 
（３）対角線は角を 2等分する。 
（４）向き合う辺は平行である。 
 
①楕円（ある 2点からの距離の和が常に一定の点の集ま
り） 
つまり、HE＋IE＝HG（一定）を示せばよい! 
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（証明）△EGPと△EIPに注目。 
EP＝EP・・・① 
ひし形の性質（１）より 
GP＝IP・・・② 
ひし形の性質（２）より 
∠GPE＝∠IPE・・・③ 
①②③より、2辺夾角相等なので 
△EGP≡△EIP 
つまり、EG=IE 
これを HE＋EG＝HGに代入すると 
HE+IE＝HG 
よって、2点からの距離の和が常に一定と
なっているので 
点 Eは楕円を描く。 

 

 



②双曲線（ある 2点からの距離の差が常に一定の点の集まり） 
つまり、CD－F ε

イプシロン

＝CD（一定）を示せばよい! 

 
 
 
 
 
③放物線（ある点からの距離
い点の集まり） 
つまり、BD=σ

シグマ

Dを示せ

 

（証明）△LDεと△LFεに注目。 
Lε＝Lε・・・① 
ひし形の性質（１）より 
LD＝LF・・・② 
ひし形の性質（２）より 
∠DLε＝∠FLε・・・③ 
①②③より、2辺夾角相等なので 
△LDε≡△LFε 
つまり、Dε=Fε 
これを Cε－Dε＝CDに代入すると 
Cε－Dε＝CD 
よって、2点からの距離の差が常に一定となってい
るので 
点εは双曲線を描く。 
とある直線からの距離が常に等し

ばよい!  
（証明）△FBDと△FσDに注目。 
FD＝FD・・・① 
ひし形の性質（１）より 
FB＝Fσ・・・② 
ひし形の性質（２）より 
∠BFD＝∠σFD・・・③ 
①②③より、2辺夾角相等なので 
△FBD≡△FσD 
つまり、BD=σD 
よって、点 Bからの距離と直線 Eからの距離が常
に等しいので点 Dは放物線を描く。 

 

8 


